
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸込口から取り入れた空気を調和し、空気流通経路を流通する空気を風向変更手段によ
って下方或いは上方に風向を可変して吹出口から送出する空気調和機において、
　前記吹出口に臨み前方へ行くほど上方になるように傾斜した空気流通経路の上壁を有す
るとともに、前方へ行くほど下方になるように傾斜した空気流通経路の下壁を有し、
　前記吹出口には、複数の横ルーバーを設置し、
　冷房運転または除湿運転において、
　下方に空気を送出する際は、最上の前記横ルーバーを下流側に行くほど前記上壁に接近
させ、最上の前記横ルーバーと前記上壁との間に間隙がある状態にするとともに、他の横
ルーバーは ことを特徴とする
空気調和機。
【請求項２】
　吸込口から取り入れた空気を調和し、空気流通経路を流通する空気を風向変更手段によ
って下方或いは上方に風向を可変して吹出口から送出する空気調和機において、
　前記吹出口に臨み前方へ行くほど上方になるように傾斜した空気流通経路の上壁を有す
るとともに、前方へ行くほど下方になるように傾斜した空気流通経路の下壁を有し、
　前記吹出口には、複数の横ルーバーを設置し、
　冷房運転または除湿運転において、
　上方に空気を送出する際は、最下の前記横ルーバーを下流側に行くほど前記下壁に接近
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させ、最下の前記横ルーバーと前記下壁との間に間隙がある状態にするとともに、他の横
ルーバーは ことを特徴とする
空気調和機。
【請求項３】
　イオンを発生するイオン発生装置を備えたことを特徴とする請求項１また請求項２に記
載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、取り込まれた空気を調和して室内に送出する空気調和機に関し、特に上方に空
気を送出できる空気調和機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の空気調和機は略水平乃至下方に空気を送出するため、室内温度が設定温度付近に達
した状態で送風を継続すると使用者に常に冷たい風や暖かい風が当たる。従って、使用者
に不快感を与えるとともに、除湿運転時や冷房運転時では局所的に使用者の体温を低下さ
せて健康に害を与える問題があった。
【０００３】
このため、水平乃至下方に調和空気を送出し、室内温度が設定温度付近に到達すると上方
に空気を送出できる空気調和機が特願２００２－０２９８２４号等に示されている。図９
は上方に空気を送出する空気調和機の室内機の一例を示す側面断面図である。
【０００４】
室内の天井Ｒの近傍に配される室内機１は、壁面に取り付けられるキャビネット２により
本体部が保持されており、キャビネット２には上面側と前面側とに吸込口４ａ、４ｃが設
けられたフロントパネル３が着脱自在に取り付けられている。
【０００５】
フロントパネル３の下端部とキャビネット２の下端部との間隙には、室内機１の幅方向に
延びる略矩形の吹出口５が形成されている。室内機１の内部には、吸込口４ａ、４ｃから
吹出口５に連通する送風経路６が形成されている。送風経路６内には送風ファン７が配さ
れ、送風ファン７の駆動により送風経路６を流通する空気が吹出口５から送出される。
【０００６】
送風経路６は、吹出口５の近傍で前方へ行くほど上方に傾斜した上壁６ａと、前方へ行く
ほど下方に傾斜した下壁６ｂを有している。従って、下流の吹出口５に近づくほど徐々に
拡大するように形成されている。これにより、送風経路６を流通する空気の運動エネルギ
を静圧に変換し、送風ファン７の負荷を軽減して風量を増加させることができるようにな
っている。
【０００７】
フロントパネル３に対向する位置には、吸込口４ａ、４ｃから吸い込まれた空気に含まれ
る塵埃を捕集・除去するエアフィルタ８が設けられている。送風経路６中の送風ファン７
とエアフィルタ８との間には、室内熱交換器９が配置されている。
【０００８】
室内熱交換器９は屋外に配される圧縮機（不図示）に接続されており、圧縮機の駆動によ
り冷凍サイクルが運転される。冷凍サイクルの運転によって冷房時には室内熱交換器９が
周囲温度よりも低温に冷却される。また、暖房時には、室内熱交換器９が周囲温度よりも
高温に加熱される。室内熱交換機９の前後の下部には冷房または除湿時に室内熱交換器９
から落下した結露を補集するドレンパン１０が設けられている。
【０００９】
吹出口５には、外部に臨んで垂直方向の吹出角度を変更可能な横ルーバ１１ａ、１１ｂが
設けられている。横ルーバ１１ａは吹出口５の上部を開閉して、空気の送出方向を下方向
乃至上方向に変更可能になっている。横ルーバ１１ｂは吹出口５の下部を開閉して、空気
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の送出方向を下方向乃至上方向に変更可能になっている。また、横ルーバ１１ａ、１１ｂ
の奥側には左右方向の吹出角度を変更可能な縦ルーバ１２が設けられている。
【００１０】
上記構成の空気調和機において、空気調和機の運転を開始すると、送風ファン７が回転駆
動され、室外機（不図示）からの冷媒が室内熱交換器９へ流れて冷凍サイクルが運転され
る。これにより、室内機１内には吸込口４ａ、４ｃから空気が吸い込まれ、エアフィルタ
８によって空気中に含まれる塵埃が除去される。
【００１１】
室内機１内に取り込まれた空気は室内熱交換器９と熱交換し、冷却または加熱される。そ
して、調和空気は送風経路６を通って縦ルーバ１２により左右方向の向きが規制され、下
向きに配置された横ルーバ１１ａ、１１ｂにより吹出口５から矢印Ａ１に示すように下方
向に送出される。これにより、室内の空気調和が行われる。
【００１２】
また、室内の温度が安定した安定状態では図１０に示すように、横ルーバ１１ａ、１１ｂ
が上方に向けて配置され、矢印Ａ２に示すように調和空気が上方に送出される。これによ
り、使用者に常に冷たい風や暖かい風が当たらず、不快感を低減するとともに、局所的な
体温の低下を防止することができるようになっている。
【００１３】
一方、特開２００２－８９８６８号公報等に示されるように、室内機１内にイオンを発生
するイオン発生装置を備えた空気調和機も知られている。この空気調和機は、吹出口５か
ら調和空気とともにイオンを送出することによって、殺菌等による空気清浄効果やリラク
ゼーション効果を得ることができるようになっている。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
上記の図９、図１０に示す従来の空気調和機によると、吹出口５から送出される空気は横
ルーバ１１ａ、１１ｂに沿って下方または上方に導かれる。このため、図９に示すように
、下方に空気を送出する際に調和された空気は送風経路６の上壁６ａに沿って流通せず、
室温の空気が矢印Ａ１の方向に送出される空気に吸引されて矢印Ｂ２に示すように送風経
路６内に流入する。
【００１５】
この時、流入した空気は送風経路６の上壁６ａに接触した状態で滞留し、冷房運転時や除
湿運転時に調和空気によって露点温度まで冷却される。従って、送風経路６の上壁６ａに
結露９９が発生する問題があった。
【００１６】
同様に、図１０に示すように上方に空気を送出する際に矢印Ａ２の方向に送出される空気
に吸引されて室温の空気が矢印Ｂ１に示すように下方から送風経路６内に流入する。この
ため、流入した空気は送風経路６の下壁６ｂに接触した状態で滞留し、送風経路６の下壁
６ｂに結露９９が発生する問題があった。横ルーバ１１ｂの両面には温度の異なる空気が
接触するため横ルーバ１１ｂの表面に結露９９が発生する問題もある。
【００１７】
また、送風経路６は吹出口５に向かって広がっているため、調和空気は吹出口５まで放射
状に広がって流通する。このため、図９に示すように下方に空気を送出する際に、吹出口
５の上部の空気は上方の横ルーバ１１ａに衝突して圧力損失が増加する。
【００１８】
同様に、図１０に示すように上方に空気を送出する際に、吹出口５の下部の空気は下方の
横ルーバ１１ｂに衝突して圧力損失が増加する。また、送風経路６を流通する空気が上壁
６ａまたは下壁６ｂから剥離して流通面積が減少するため、運動エネルギーを静圧に変換
する変換効率が低下する。従って、送風ファン７によって送出される風量が減少する問題
もあった。
【００１９】
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更に、調和空気とともにイオンを送出する空気調和機においては、イオンが横ルーバ１１
ａまたは横ルーバ１１ｂに衝突して電荷を奪われ、消滅または不活化する。このため、室
内に放出されるイオンの量が減少する問題があった。
【００２０】
本発明は、結露を防止するとともに風量の減少を防止することのできる空気調和機を提供
することを目的とする。また本発明は、放出されるイオンの量の減少を防止することので
きる空気調和機を提供することを目的とする。
【００２１】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明は、吸込口から取り入れた空気を調和し、空気流通経
路を流通する空気を風向変更手段によって下方或いは上方に風向を可変して吹出口から送
出する空気調和機において、前記吹出口に臨み前方へ行くほど上方になるように傾斜した
空気流通経路の上壁を有するとともに、前方へ行くほど下方になるように傾斜した空気流
通経路の下壁を有し、前記吹出口には、複数の横ルーバーを設置し、冷房運転または除湿
運転において、下方に空気を送出する際は、最上の前記横ルーバーを下流側に行くほど前
記上壁に接近させ、最上の前記横ルーバーと前記上壁との間に間隙がある状態にするとと
もに、他の横ルーバーは こと
を特徴としている。
【００２２】
　この構成によると、吸込口から取り入れられた空気は調和され、空気流通経路を通って
吹出口か 方に送出される 気流通経路 壁が前方へ行くほど上方になるように傾
斜して成っており、下流へ行くほど拡大して形成される。
【００２３】
　また本発明は、吸込口から取り入れた空気を調和し、空気流通経路を流通する空気を風
向変更手段によって下方或いは上方に風向を可変して吹出口から送出する空気調和機にお
いて、前記吹出口に臨み前方へ行くほど上方になるように傾斜した空気流通経路の上壁を
有するとともに、前方へ行くほど下方になるように傾斜した空気流通経路の下壁を有し、
前記吹出口には、複数の横ルーバーを設置し、冷房運転または除湿運転において、上方に
空気を送出する際は、最下の前記横ルーバーを下流側に行くほど前記下壁に接近させ、最
下の前記横ルーバーと前記下壁との間に間隙がある状態にするとともに、他の横ルーバー
は ことを特徴としている。
【００２６】
　 た、イオンを発生するイオン発生装置を設けると調和空気とともにイオンが室内に送
出される。この時、風向板が空気流通経路を流通する空気に略沿って配置され、イオンと
の衝突が低減される。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施形態を図面を参照して説明する。説明の便宜上、従来例の図９、図１
０と同一の部分については同一の符号を付している。図１は第１実施形態の空気調和機を
示す概略斜視図である。
【００２８】
室内の天井Ｒの近傍に配される空気調和機の室内機１は、室内の壁面に取り付けられるキ
ャビネット２により本体部が保持されており、キャビネット２には上面側と前面側とに吸
込口４ａ、４ｃが設けられたフロントパネル３が着脱自在に取り付けられている。
【００２９】
フロントパネル３の下端部とキャビネット２の下端部との間隙には、室内機１の幅方向に
延びる略矩形の吹出口５が形成されている。室内機１の内部には、吸込口４ａ、４ｃから
吹出口５に連通する送風経路６が形成されている。送風経路６内には送風ファン７が配さ
れ、送風ファン７の駆動により送風経路６を流通する空気が吹出口５から送出される。
【００３０】
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送風経路６は、吹出口５の近傍で前方へ行くほど上方に傾斜した上壁６ａと、前方へ行く
ほど下方に傾斜した下壁６ｂを有している。従って、下流の吹出口５に近づくほど徐々に
拡大するように形成されている。これにより、送風経路６を流通する空気の運動エネルギ
を静圧に変換し、送風ファン７の負荷を軽減して風量を増加することができるようになっ
ている。
【００３１】
フロントパネル３に対向する位置には、吸込口４ａ、４ｃから吸い込まれた空気に含まれ
る塵埃を捕集・除去するエアフィルタ８が設けられている。送風経路６中の送風ファン７
とエアフィルタ８との間には、室内熱交換器９が配置されている。
【００３２】
室内熱交換機９の前後の下部には冷房または除湿時に室内熱交換器９から落下した結露を
補集するドレンパン１０が設けられている。また、前方のドレンパン１０に隣接してイオ
ンを発生するイオン発生装置３０が放電面３０ａを送風経路６に面して配置されている。
【００３３】
吹出口５には、外部に臨んで垂直方向の吹出角度を変更可能な横ルーバ１１ａ、１１ｂが
設けられている。横ルーバ１１ａは吹出口５の上部を開閉して、空気の送出方向を下方向
乃至上方向に変更可能になっている。横ルーバ１１ｂは吹出口５の下部を開閉して、空気
の送出方向を下方向乃至上方向に変更可能になっている。また、横ルーバ１１ａ、１１ｂ
の奥側には左右方向の吹出角度を変更可能な縦ルーバ１２が設けられている。
【００３４】
図４は、空気調和機の冷凍サイクルを示す回路図である。空気調和機の室内機１に接続さ
れる室外機（不図示）には、圧縮機６２、四方切替弁６３、室外熱交換器６４、送風ファ
ン６５及び絞り機構６６が設けられる。圧縮機６２の一端は冷媒配管６７により四方切替
弁６３を介して室外熱交換器６４に接続されている。圧縮機６２の他端は冷媒配管６７に
より四方切替弁６３を介して室内熱交換器９に接続されている。室外熱交換器６４と室内
熱交換器９とは冷媒配管６７により絞り機構６６を介して接続されている。
【００３５】
冷房運転を開始すると圧縮機６２が駆動されるとともに送風ファン７が回転する。これに
より、冷媒が圧縮機６２、四方切替弁６３、室外熱交換器６４、絞り機構６６、室内熱交
換器９及び四方切替弁６３を経て圧縮機６２に戻る冷凍サイクル６８が形成される。
【００３６】
冷凍サイクル６８の運転によって、冷房時には室内熱交換器９が周囲温度よりも低温に冷
却される。また、暖房運転時には四方切替弁６３が切り替えられて送風ファン６５が回転
し、上記と逆方向に冷媒が流通する。これにより、室内熱交換器９が周囲温度よりも高温
に加熱される。
【００３７】
図５は室内機１と通信可能なリモートコントローラー３１を示している。リモートコント
ローラ３１には、室内温度や運転状態を表示する表示部３５と各種操作ボタンを有する操
作部３６が設けられる。操作部３６の運転停止ボタン３７によって空気調和機のオンオフ
が行われる。また操作部３６には、冷房運転、暖房運転及び除湿運転を切り換える切換ボ
タン３８や、横ルーバ１１ａ、１１ｂの向きを可変する上下風向ボタン３２が設けられる
。
【００３８】
上下風向ボタン３２は横ルーバ１１ａ、１１ｂの向きを可変して使用者が所望する風向に
設定できるようになっている。この場合、上下風向ボタン３２を押す毎に前方下方吹出し
と前方上方吹出しを交互に選択できるようにすると、リモートコントローラー３１の操作
を分かりやすくできるため望ましい。
【００３９】
上下風向ボタン３２は、他の名称でもよく、ボタン上またはボタンの近傍に効果を的確に
表現する文言が記されていれば機能が一目瞭然となり利便性が向上する。尚、図６に示す
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ように、下部のカバー３１ａをスライドさせると操作部３６ａが露出して手動操作による
運転の細かな設定を行えるようになっている。
【００４０】
図２は上記構成の空気調和機の下方吹出時の動作を示している。空気調和機の運転を開始
すると、送風ファン７が回転駆動され、室外機（不図示）からの冷媒が室内熱交換器９へ
流れて冷凍サイクルが運転される。これにより、室内機１内には吸込口４ａ、４ｃから空
気が吸い込まれ、エアフィルタ８によって空気中に含まれる塵埃が除去される。また、イ
オン発生装置３０が駆動され、放電面３０ａから送風経路６内にイオンが放出される。
【００４１】
室内機１内に取り込まれた空気は室内熱交換器９と熱交換し、冷却または加熱される。そ
して、調和空気は送風経路６を通って縦ルーバ１２により左右方向の向きが規制される。
下方の横ルーバ１１ｂは、送風経路６の下部を流通する空気と略平行な標準位置に配置さ
れる。これにより、送風経路６の下部を流通する空気は横ルーバ１１ｂの延長方向に導か
れる。
【００４２】
上方の横ルーバ１１ａは、送風経路６の上部を流通する空気の空気流に対して、下流へ行
くほど送風経路６の上壁６ａに接近する方向に傾斜して配置されている。送風経路６の略
中央部を通る空気は、空気量が多く空気流と横ルーバ１１ａとの角度が大きいため横ルー
バ１１ａに沿わず、吹出口５に到達した際の空気流の方向に送出される。これにより、送
風経路６を流通する空気の大部分の主流は矢印Ａ１に示すように略中央部から下部を流通
する空気流の方向に送出される。
【００４３】
また、送風経路６の上部を通る空気は、横ルーバ１１ａに導かれ、送風経路６の上壁６ａ
に沿って送出される。この時、吹出口５から主流の空気が矢印Ａ１の方向に送出されるた
め、上壁６ａと横ルーバ１１ａとの間を流通する空気は空気量が少ない。このため、送出
された空気はコアンダ効果によって主流（Ａ１）に吸引され、矢印Ａ４に示すように主流
の方向に導かれる。これにより、イオンとともに下方に調和空気が送出され、室内の空気
調和を行うとともに空気清浄効果やリラクゼーション効果を得ることができる。
【００４４】
また、室内の温度が安定した安定状態では図３に示すように上方の横ルーバ１１ａは、送
風経路６の上部を流通する空気と略平行な標準位置に配置される。これにより、送風経路
６の上部を流通する空気は横ルーバ１１ａの延長方向に導かれる。
【００４５】
下方の横ルーバ１１ｂは、送風経路６の下部を流通する空気の空気流に対して、下流へ行
くほど送風経路６の下壁６ｂに接近する方向に傾斜して配置されている。送風経路６の略
中央部を通る空気は、空気量が多く空気流と横ルーバ１１ｂとの角度が大きいため横ルー
バ１１ｂに沿わず、吹出口５に到達した際の空気流の方向に送出される。これにより、送
風経路６を流通する空気の大部分の主流は矢印Ａ２に示すように略中央部から上部を流通
する空気流の方向に送出される。
【００４６】
また、送風経路６の下部を通る空気は、横ルーバ１１ｂに導かれ、送風経路６の下壁６ａ
に沿って送出される。この時、吹出口５から主流の空気が矢印Ａ２の方向に送出されるた
め、下壁６ｂと横ルーバ１１ｂとの間を流通する空気は空気量が少ない。このため、送出
された空気はコアンダ効果によって主流（Ａ２）に吸引され、矢印Ａ５に示すように主流
の方向に導かれる。これにより、使用者に常に冷たい風や暖かい風が当たらず、不快感を
低減するとともに、局所的な体温の低下を防止することができるようになっている。
【００４７】
本実施形態によると、下方に調和空気を送出する際には、上方の横ルーバ１１ａが送風経
路６の上部を流通する空気流に対して、下流へ行くほど送風経路６の上壁６ａに接近する
方向に傾斜している。このため、送風経路６の上部の空気が上壁６ａに接触して流通し、
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室温の空気は矢印Ｂ２（図２参照）に示すように吹出口５から上壁６ａに沿って流入しな
い。従って、上壁６ａの結露を防止することができる。
【００４８】
同様に、上方に調和空気を送出する際には、下方の横ルーバ１１ｂが送風経路６の下部を
流通する空気流に対して、下流へ行くほど送風経路６の下壁６ｂに接近する方向に傾斜し
ている。このため、送風経路６の下部の空気が下壁６ｂに接触して流通し、室温の空気は
矢印Ｂ１（図３参照）に示すように吹出口５から下壁６ｂに沿って流入しない。従って、
下壁６ｂの結露を防止することができる。
【００４９】
また、図２において送風経路６の上部の空気は送風経路６の上壁６ａに沿って上方に向か
って流通しようとするため、上方の横ルーバ１１ａによって遮られる空気は少量である。
同様に、図３において送風経路６の下部の空気は送風経路６を下方に向かって流通しよう
とするため、下方の横ルーバ１１ｂによって遮られる空気は少量である。
【００５０】
このため、空気流と横ルーバ１１ａ、１１ｂとの衝突を低減することができる。加えて、
吹出口５から送出される空気の流通面積の減少を防止して運動エネルギーを静圧に効率良
く変換することができる。従って、空気調和機の風量の減少を防止することができるとと
もに、イオンの消失を防止して殺菌やリラクゼーション効果を向上させることができる。
【００５１】
　次に、図 は第２実施形態の空気調和機の室内機を示す側面断面図である。説明の便宜
上、前述の図１～図４に示す第１実施形態と同一の部分には同一の符号を付している。本
実施形態は吹出口５に上下に並設される３枚の横ルーバ１１ａ、１１ｃ、１１ｂが設けら
れている。その他の部分は第１実施形態と同様である。
【００５２】
空気調和機の運転を開始すると、送風ファン７が回転駆動され、室外機（不図示）からの
冷媒が室内熱交換器９へ流れて冷凍サイクルが運転される。これにより、室内機１内には
吸込口４ａ、４ｃから空気が吸い込まれ、エアフィルタ８によって空気中に含まれる塵埃
が除去される。また、イオン発生装置３０が駆動され、放電面３０ａから送風経路６内に
イオンが放出される。
【００５３】
室内機１内に取り込まれた空気は室内熱交換器９と熱交換し、冷却または加熱される。そ
して、調和空気は送風経路６を通って縦ルーバ１２により左右方向の向きが規制される。
中央及び下方の横ルーバ１１ｃ、１１ｂは、送風経路６の中央部及び下部を流通する空気
と略平行な標準位置に配置される。これにより、送風経路６の中央部及び下部を流通する
空気は横ルーバ１１ｃ、１１ｂの延長方向に導かれる。
【００５４】
上方の横ルーバ１１ａは、送風経路６の上部を流通する空気の空気流に対して、下流へ行
くほど送風経路６の上壁６ａに接近する方向に傾斜して配置されている。このため、横ル
ーバ１１ｃと横ルーバ１１ａの間を通る空気は、空気量が多く空気流と横ルーバ１１ａと
の角度が大きいため横ルーバ１１ａに沿わず、吹出口５に到達した際の空気流の方向に送
出される。これにより、送風経路６を流通する空気の大部分の主流は矢印Ａ１に示すよう
に略中央部から下部を流通する空気流の方向に送出される。
【００５５】
また、送風経路６の上部を通る空気は、横ルーバ１１ａに導かれ、送風経路６の上壁６ａ
に沿って送出される。この時、吹出口５から主流の空気が矢印Ａ１の方向に送出されるた
め、上壁６ａと横ルーバ１１ａとの間を流通する空気は空気量が少ない。このため、送出
された空気はコアンダ効果によって主流（Ａ１）に吸引され、矢印Ａ４に示すように主流
の方向に導かれる。これにより、イオンとともに下方に調和空気が送出され、室内の空気
調和を行うとともに空気清浄効果やリラクゼーション効果を得ることができる。
【００５６】
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また、室内の温度が安定した安定状態では図８に示すように上方及び中央の横ルーバ１１
ａ、１１ｃは、送風経路６の上部を流通する空気と略平行な標準位置に配置される。これ
により、送風経路６の上部及び中央部を流通する空気は横ルーバ１１ａ、１１ｃの延長方
向に導かれる。
【００５７】
下方の横ルーバ１１ｂは、送風経路６の下部を流通する空気の空気流に対して、下流へ行
くほど送風経路６の下壁６ｂに接近する方向に傾斜して配置されている。このため、横ル
ーバ１１ｃと横ルーバ１１ｂの間を通る空気は、空気量が多く空気流と横ルーバ１１ｂと
の角度が大きいため横ルーバ１１ｂに沿わず、吹出口５に到達した際の空気流の方向に送
出される。これにより、送風経路６を流通する空気の大部分の主流は矢印Ａ２に示すよう
に略中央部から上部を流通する空気流の方向に送出される。
【００５８】
また、送風経路６の下部を通る空気は、横ルーバ１１ｂに導かれ、送風経路６の下壁６ａ
に沿って送出される。この時、吹出口５から主流の空気が矢印Ａ２の方向に送出されるた
め、下壁６ｂと横ルーバ１１ｂとの間を流通する空気は空気量が少ない。このため、送出
された空気はコアンダ効果によって主流（Ａ２）に吸引され、矢印Ａ５に示すように主流
の方向に導かれる。
【００５９】
本実施形態によると、第１実施形態と同様の効果を得ることができる。また、最上の横ル
ーバ１１ａまたは最下の横ルーバ１１ｂを除いた残りの２枚の横ルーバによって吹出口５
から送出される空気の風向を制御することができる。このため、第１実施形態では横ルー
バの向きを僅かに変えると風向が大きく可変して主流の空気の風向の制御が困難であるが
、本実施形態では容易に主流の方向を制御することができる。尚、横ルーバを４枚以上設
けても第１実施形態よりも容易に風向を制御可能になるが、４枚以上の横ルーバの向きの
制御が複雑になるため３枚の横ルーバを設けるのが最も望ましい。
【００６０】
【発明の効果】
　本発明による 空気流通経路の壁面の結露を防止することができる。
【００６１】
　ま 空気調和機の風量の減少を防止することができるとともに、イオン発生装置を設
けている場合には、イオンの消失を防止して殺菌やリラクゼーション効果を向上させるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】は、本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機を示す側面断面図である。
【図２】は、本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の下方吹出しの状態を示す側面
断面図である。
【図３】は、本発明の第１実施形態の空気調和機の室内機の上方吹出しの状態を示す側面
断面図である。
【図４】は、本発明の第１実施形態の空気調和機の冷凍サイクルを示す回路図である。
【図５】は、本発明の第１実施形態の空気調和機のリモートコントローラ示す平面図であ
る。
【図６】は、本発明の第１実施形態の空気調和機のリモートコントローラ示す平面図であ
る。
【図７】は、本発明の第２実施形態の空気調和機の室内機の下方吹出しの状態を示す側面
断面図である。
【図８】は、本発明の第２実施形態の空気調和機の室内機の上方吹出しの状態を示す側面
断面図である。
【図９】は、従来の空気調和機の室内機の下方吹出しの状態を示す側面断面図である。
【図１０】は、従来の空気調和機の室内機の上方吹出しの状態を示す側面断面図である。
【符号の説明】
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１　　室内機
２　　キャビネット
３　　フロントパネル
４ａ、４ｃ　吸込口
５　　吹出口
６　　送風経路
６ａ　拡大部上壁
６ｂ　拡大部下壁
７　　送風ファン
８　　エアフィルタ
９　　室内熱交換器
１０　　ドレンパン
１１ａ、１１ｂ、１１ｃ　横ルーバ（風向板）
１２　　縦ルーバ
２５　　渦
３１　　リモートコントローラー
３２　　上下風向ボタン
６０　　制御部
６１　　温度センサ
６２　　圧縮機
６５　　送風機
９９　　結露

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(9) JP 4017483 B2 2007.12.5



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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